
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

活動報告書

内　　　容

6.次回活動
　 の目標

大会役員、高校生（選手）の誘導など、役割を果たすことが
できた。

4.目標と結果
  のギャップ

5.次回の
　取り組み

大変だったが、一人ひとり自覚のある行動ができたため、
大きなトラブルがなかった。

来年も自覚をもって行う。

  活動日時：　平成　24年　12月　2日（日）

大会をスムーズに行うため役員をしっかりと務める。

3.結果報告

　活動場所：　大正大学

計画をしっかりと立てる。

剣道部

4・3・2・1今回の取り組みについての評価

  活動名（大会・行事等）：  阿川杯剣道大会

1.活動内容


